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第
六
十
三
回
徳
島
県
治
山
林
道
協
会

通
常
総
会
が
、
七
月
五
日
徳
島
市
の
徳

島
県
建
設
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
関
係

者
約
九
十
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
感
染
予
防
対

策
を
徹
底
し
た
上
で
、
ご
来
賓
と
し
て

林
野
庁
森
林
整
備
部
長　

小
坂
善
太
郎

様
、
徳
島
県
知
事　

飯
泉
嘉
門
様
、
徳
島
県
議
会
議
長　

岩
丸
正
史
様
を

は
じ
め
多
く
の
方
々
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
山
口
会
長
よ
り
、
国
土
強
靱
化
対
策
等
に
係
る
林
野
公
共
予
算

の
確
保
に
つ
い
て
の
話
題
を
交
え
た
挨
拶
の
後
、議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、

議
案
第
一
号
「
令
和
二
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い

て
」、
議
案
第
二
号
「
令
和
三
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
の
承
認

に
つ
い
て
」、
議
案
第
三
号
「
令
和
三
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
承

認
に
つ
い
て
」、
議
案
第
四
号
「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」、
議
案
第
五
号

「
そ
の
他
」
に
つ
い
て
ご
審
議
い
た
だ
き
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
に
承

認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
事
に
先
立
ち
、
林
道
維
持
管
理
を
始
め
、
治
山
林
道
工
事
等

に
お
い
て
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
す
る
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
表
彰
は
、
第
四
十
三
回
林
道
優
良
維
持
管
理
者
の
知
事
表
彰
並
び
に

治
山
林
道
協
会
長
表
彰
、
令
和
二
年
度
優
良
工
事
施
工
者
表
彰
の
治
山
部

門
・
林
道
部
門
・
森
林
整
備
部
門
、
及
び
第
三
十
七
回
治
山
林
道
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
の
各
協
会
長
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
方
に
心

か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍
・
ご
精
励
を

御
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
各
賞
の
受
賞
者
の
紹
介
と
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
の
役

員
名
簿
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

第63回 通 常 総 会 開 催

山口会長
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徳島県治山林道協会役員名簿
〔 知 事 賞 〕
管理主体 代表者 路線名

美 馬 市 市長
藤　田　元　治 杖立線

〔 会 長 賞 〕

海 陽 町 町長
三　浦　茂　貴 神野内妻線

第43回　林道優良維持管理者

○　徳島県治山林道協会長表彰
　　治山事業

三 好 市 ㈲谷建設� 谷　　　雅　文

那 賀 町 廣間組㈲� 西　田　静　男

神 山 町 ㈲西森組� 西　森　規　夫

　　林道事業

美 馬 市 南部建設㈱� 坂　本　優　子

上 勝 町 ㈱川端建設� 川　端　多賀雄

海 陽 町 ㈱谷田組� 谷　田　勝　良

　　森林整備事業

那 賀 町 木頭森林組合� 榊　野　千　秋

令和2年度　優良工事施工者

役職名 氏　　名 所　　属

会 長 理 事 山　口　俊　一 衆議院議員

副会長理事 後　藤　正　和 神山町長

〃 西　村　　　裕 徳島県建設業協会長

理 事 坂　口　博　文 那賀町長

〃 藤　田　元　治 美馬市長

〃 藤　井　正　助 阿波市長

〃 嘉　見　博　之 徳島県県議会議員

〃 南　　　恒　生 徳島県県議会議員

〃 平　田　　　茂 徳島県建設業協会
脇町支部長

〃 榊　野　千　秋 木頭森林組合長

〃 片　山　喜三郎 徳島県建設業協会
海部支部

専 務 理 事 井　関　廣　幸 事務局

監 事 兼　西　　　茂 つるぎ町長

〃 松　浦　敬　治 東みよし町長

〃 岡　村　純　夫 徳島県建設業協会
川島支部長

顧 問 川　原　哲　博 前副会長理事

任期は令和 3年度総会から令和 5年度総会まで

小坂森林整備部長挨拶飯泉知事挨拶

会長表彰 知事表彰

岩丸議長挨拶
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去
る
九
月
十
五
日
、
農
林
水
産
省
林
野
庁
長
官
室
に
お
い

て
、
山
口
会
長
が
、
天
羽
長
官
、
織
田
次
長
、
小
坂
森
林
整

備
部
長
に
、
令
和
四
年
度
当
初
予
算
に
向
け
た
林
野
公
共
事

業
の
推
進
・
拡
充
に
つ
い
て
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

例
年
は
、
新
年
度
当
初
予
算
の
概
算
要
求
前
の
八
月
下
旬

に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
に
お
い
て
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
収
束
が
見
通
せ
ず
、

緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
さ

れ
た
た
め
、
二
年
連
続
で

こ
の
時
期
の
要
望
活
動
と

な
り
ま
し
た
。

　

山
口
会
長
は
、「
国
土

強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年

加
速
化
対
策
」
を
着
実
に

推
進
す
る
た
め
に
必
要
な

予
算
の
安
定
的
・
継
続
的

な
確
保
、
及
び
「
治
山
事

業
」
に
よ
る
「
緑
の
国
土

強
靱
化
」
の
推
進
、
そ
し

て
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の

実
現
を
目
指
す
た
め
に
不

可
欠
な
「
林
道
事
業
」
の

推
進
に
つ
い
て
の
要
望
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
天
羽
長
官
か
ら
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

平
成
二
十
一
年
度
当
初
予
算
規
模
水
準
（
予
算
総
額

二
千
六
百
億
円
超
）
の
確
保
を
目
指
す
と
と
も
に
、

地
域
の
「
安
全
・
安
心
の
担
い
手
」
で
あ
る
森
林
土

木
工
事
の
事
業
者
の
確
保
に
も
取
り
組
む
と
の
力
強
い
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
係
各
課
に
お
い
て
、
井
関
専
務
理
事
が
関
口
計

画
課
長
、
石
田
整
備
課
長
、
佐
伯
治
山
課
長
に
対
し
、
徳
島

県
の
森
林
土
木
事
業
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も

に
、
予
算
確
保
に
向
け
た
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

更
に
は
、
徳
島
県
選
出
の
国
会
議
員
、
後
藤
田
衆
議
院
議

員
、
福
山
衆
議
院
議
員
、
中
西
参
議
院
議
員
、
三
木
参
議
院

議
員
、
高
野
参
議
院
議
員
に
対
し
、
徳
島
県
治
山
林
道
協
会
、

及
び
治
山
林
道
四
国
地
区
協
議
会
の
令
和
四
年
度
予
算
の
要

望
活
動
を
行
い
、各
事
項
に
つ
い
て
御
理
解
を
頂
き
ま
し
た
。

　

要
望
事
項
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

林
野
公
共
事
業
予
算
に

　
　
　
　関
す
る
要
望
活
動

林
野
公
共
事
業
予
算
に

　
　
　
　関
す
る
要
望
活
動
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平
素
は
、
治
山
林
道
事
業
の
推
進
並
び
に
本
会

の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、格
別
の
御
配
慮
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
全
国
的
な
感
染
拡
大
に
伴
い
、「
緊

急
事
態
宣
言
」
が
再
三
、
発
出
さ
れ
る
な
ど
、
社

会
経
済
活
動
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
、
森
林
林
業
・

森
林
土
木
事
業
へ
の
影
響
も
深
刻
化
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
様
な
状
況
の
中
、国
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

国
土
強
靱
化
や
林
業
の
成
長
産
業
化
、
地
球
温
暖

化
防
止
等
の
対
策
を
行
う
林
野
公
共
事
業
予
算
の

確
保
や
五
か
年
加
速
化
対
策
の
予
算
措
置
に
、
迅

速
か
つ
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
も
東
海
地
方
を
は
じ
め
全
国
各
地

で
、
線
状
降
水
帯
の
発
生
に
伴
う
記
録
的
な
大
雨

に
よ
り
山
地
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
尊
い
人
命

や
貴
重
な
財
産
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
日
本

列
島
は
、
い
つ
ど
こ
で
大
災
害
が
発
生
す
る
か
予

想
が
つ
か
な
い
状
況
に
あ
り
、
国
民
の
安
全
・
安

心
に
関
す
る
意
識
は
、
益
々
高
ま
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
に
お
い
て
は
、
財
政
事
情
が
極
め

て
厳
し
い
中
、
山
村
経
済
を
活
性
化
し
、
地
方
創

生
を
実
現
す
る
た
め
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制

の
確
立
に
向
け
た
生
産
基
盤
の
整
備
や
再
造
林
等

適
正
な
森
林
管
理
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
山
地
災
害
等

に
対
す
る
事
前
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
や
持
続

的
林
業
経
営
に
向
け
た
幹
線
林
道
整
備
の
加
速
化

な
ど
、「
緑
の
国
土
強
靱
化
」
に
資
す
る
治
山
林

道
事
業
の
円
滑
な
遂
行
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

  

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
四
年
度
　
当
初
予
算
に

お
い
て
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
特
段
の
御
配
慮
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
○
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５

か
年
加
速
化
対
策
」
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
に
必
要
な
予
算
を
当
初
予
算
に
お
い
て
安

定
的
・
継
続
的
に
確
保
　

　
○
集
中
豪
雨
や
台
風
、
南
海
ト
ラ
フ
、
活
断
層

帯
の
地
震
に
よ
る
大
規
模
災
害
に
備
え
た
事

前
防
災
・
減
災
対
策
、
復
旧
対
策
の
充
実
と

強
化
を
図
る
「
緑
の
国
土
強
靭
化
」
の
推
進

　
○
「
グ
リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現
を
目
指
し
た
「
森

林
吸
収
源
対
策
」
の
強
化
や
「
林
業
の
成
長

産
業
化
」
に
資
す
る
林
道
を
核
と
し
た
路
網

整
備
の
推
進

　
○
山
間
奥
地
、
急
斜
面
等
条
件
不
利
地
で
の
施

工
に
お
け
る
設
計
積
算
に
つ
い
て
更
な
る
見

直
し
に
よ
る
現
場
条
件
に
応
じ
た
適
切
な
費

用
の
確
保

　　
　
令
和
三
年
九
月

　
　

　
　
　
　
徳
島
県
治
山
林
道
協
会

会
長
　

山
　
口
　
俊
　
一

林
野
公
共
事
業
予
算
に
関
す
る
要
望
書
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第
三
十
三
回
施
工
委
員
会
が
六
月
二
十
五
日
、
徳
島
市
の
徳
島
県

　
第
三
十
三
回
施
工
委
員
会
が
六
月
二
十
五
日
、
徳
島
市
の
徳
島
県

建
設
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
に
お
い
て

建
設
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
に
お
い
て

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現
状
を
鑑
み
、
昨
年
同
様
に

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
現
状
を
鑑
み
、
昨
年
同
様
に

参
加
人
数
を
調
整
し
、
時
間
を
短
縮
す
る
と
と
も
に
感
染
予
防
対
策

参
加
人
数
を
調
整
し
、
時
間
を
短
縮
す
る
と
と
も
に
感
染
予
防
対
策

を
徹
底
し
た
上
で
開
催
し
ま
し
た
。

を
徹
底
し
た
上
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
徳
島
県
か
ら
は
尾
形
森
林
整
備
課
長
を
は
じ
め
、
各
県
民
局
の
代

　
徳
島
県
か
ら
は
尾
形
森
林
整
備
課
長
を
は
じ
め
、
各
県
民
局
の
代

表
者
ら
が
出
席
し
、ま
ず
、県
森
林
整
備
課
担
当
者
か
ら
地
域
ブ
ロ
ッ

表
者
ら
が
出
席
し
、ま
ず
、県
森
林
整
備
課
担
当
者
か
ら
地
域
ブ
ロ
ッ

ク
（
全
国

ク
（
全
国
））
の
要
望
事
項
に
対
し
て
の
林
野
庁
見
解
、
及
び
今
年
度

の
要
望
事
項
に
対
し
て
の
林
野
庁
見
解
、
及
び
今
年
度

か
ら
導
入
さ
れ
た
「
難
工
事
」
指
定
を
は
じ
め
と
し
た
入
札
・
契
約

か
ら
導
入
さ
れ
た
「
難
工
事
」
指
定
を
は
じ
め
と
し
た
入
札
・
契
約

制
度
の
改
正
点
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
県
内
各

制
度
の
改
正
点
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
県
内
各

支
部
の
改
善
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
各
委
員
か
ら
説
明
後
、
県
担
当

支
部
の
改
善
要
望
事
項
に
つ
い
て
、
各
委
員
か
ら
説
明
後
、
県
担
当

者
か
ら
改
善
に
向
け
て
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

者
か
ら
改
善
に
向
け
て
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
技
術
面
や
施
工
歩
掛
・
管
理
、
工
事
環
境
、
ま
た
入
札
・

　

近
年
、
技
術
面
や
施
工
歩
掛
・
管
理
、
工
事
環
境
、
ま
た
入
札
・

契
約
制
度
が
変
化
す
る
中
で
、
そ
の
早
い
変
化
に
対
応
で
き
ず
、
現

契
約
制
度
が
変
化
す
る
中
で
、
そ
の
早
い
変
化
に
対
応
で
き
ず
、
現

場
が
非
常
に
苦
慮
す
る
事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
当
委

場
が
非
常
に
苦
慮
す
る
事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
当
委

員
会
に
お
い
て
、
現
場
の
実
情
を
共
有
す
る
体
制
を
整
え
、
適
正
に

員
会
に
お
い
て
、
現
場
の
実
情
を
共
有
す
る
体
制
を
整
え
、
適
正
に

対
応
で
き
る
よ
う
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

対
応
で
き
る
よ
う
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
三
年
度
改
善
要
望
に
つ
い
て
の
見
解
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
令
和
三
年
度
改
善
要
望
に
つ
い
て
の
見
解
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
三
年
度　
改
善
要
望
に
つ
い
て
の
見
解

改

善

要

望

事

項

見

解

第
三
十
三
回
施
工
委
員
会
開
催

第
三
十
三
回
施
工
委
員
会
開
催

Ⅰ
　
治
山
・
林
道
共
通
事
項

１　
適
切
な
工
期
の
設
定
に
つ
い
て�

【
徳　
島
】

　
　

工
期
設
定
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
見
直
し
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
時
期
に
工

事
発
注
が
重
な
っ
た
場
合
、
専
門
業
者
（
索
道
・
運
搬
ダ
ン
プ
・
ポ
ン
プ
車
・
生
コ
ン
ダ

ン
プ
等
）
の
確
保
が
難
し
く
、
工
事
工
程
に
支
障
が
で
て
お
り
、
特
に
索
道
を
設
置
し
て

い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
架
設
撤
去
の
日
程
調
整
に
苦
慮
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
、
安
全
か
つ
着
実
に
工
事
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

調
整
日
数
を
加
算
し
た
工
期
設
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２　
条
件
不
利
地
域
に
お
い
て
施
工
す
る
「
難
工
事
」
に
つ
い
て�

【
徳
島
、吉
野
川
、美
波
】

　
　

令
和
三
年
四
月
一
日
以
降
の
入
札
公
告
の
案
件
に
お
い
て
、
地
理
的
条
件
に
よ
り
施
工

上
の
制
限
が
あ
る
等
の
条
件
不
利
地
域
で
施
工
す
る
工
事
に
つ
い
て
、
適
正
に
評
価
す
る

と
の
入
札
制
度
の
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
工
事
が
該
当
す
る
の
か
、
指
定
の

基
準
及
び
、
成
績
評
点
で
の
評
価
内
容
に
つ
い
て
ご
教
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

調
整
日
数
の
加
算
は
困
難
で
す
が
、
専
門
業
者
の
確
保
に
関
す
る
理
由
に
よ
り
工
程
に
遅

れ
が
生
じ
た
場
合
は
不
測
の
事
由
で
あ
る
こ
と
か
ら
工
期
延
伸
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
監

督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

　

難
工
事
は
、
各
管
内
に
お
け
る
入
札
不
調
の
状
況
や
地
域
特
性
に
応
じ
て
指
定
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
工
事
に
使
用
す
る
資
材
等
の
搬
入
に
時
間
を
要
す
る
、
又
は

工
事
の
施
工
に
係
る
期
間
等
に
制
約
が
あ
る
な
ど
で
、
作
業
効
率
が
著
し
く
低
下
す
る
工
事

に
該
当
し
、「
入
札
へ
の
参
加
が
敬
遠
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
工
事
」
を
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
成
績
評
定
に
つ
い
て
は
、
最
大
で
３
点
相
当
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
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３　
治
山
林
道
事
業
に
お
け
る
諸
経
費
率
等
に
つ
い
て�

【
吉
野
川
】

　
　

山
間
奥
地
、
急
斜
面
等
の
条
件
不
利
地
で
の
設
計
積
算
に
お
い
て
、
適
正
な
利
益
が
確

保
出
来
る
よ
う
、
諸
経
費
率
の
見
直
し
等
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

４　
除
雪
費
用
の
計
上
に
つ
い
て�

【
美　
馬
】

　
　

治
山
林
道
工
事
は
山
間
部
が
中
心
で
あ
り
、
冬
期
期
間
に
お
い
て
は
、
積
雪
に
よ
り
進

入
及
び
施
工
（
生
コ
ン
・
資
材
の
搬
入
）
が
困
難
と
な
る
。
ま
た
、
進
入
路
と
な
る
県
道

は
除
雪
を
行
っ
て
い
る
が
、
林
道
や
民
家
が
無
い
と
こ
ろ
で
は
除
雪
を
行
わ
な
い
た
め
、

現
場
ま
で
自
社
努
力
で
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　

こ
の
た
め
、
除
雪
の
必
要
が
あ
る
場
合
は
現
場
担
当
者
と
協
議
を
行
い
、
変
更
契
約
に

よ
り
経
費
を
計
上
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

５　
資
材
の
小
運
搬
に
つ
い
て�
【
美　
馬
】

　
　

材
料
単
価
は
設
計
上
現
場
到
着
単
価
に
な
っ
て
い
る
が
、
山
間
奥
地
の
現
場
に
お
い
て

は
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行
が
で
き
な
い
た
め
、
資
材
仮
置
場
を
設
け
て
資
材
の
小
運
搬

を
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　

こ
の
た
め
、
資
材
仮
置
場
の
借
地
料
や
小
運
搬
の
費
用
を
設
計
で
計
上
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

６　
ペ
ー
ラ
イ
ン
（
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
に
つ
い
て�

【
美　
馬
】

　

治
山
林
道
工
事
の
谷
止
工
・
擁
壁
工
等
の
基
礎
面
が
岩
盤
の
場
合
、
基
面
整
正
・
掘
削
面

整
形
を
行
っ
て
も
凸
凹
が
あ
る
た
め
、
型
枠
を
設
置
出
来
な
い
場
合
が
あ
る
。

　
　

こ
の
た
め
、
自
社
努
力
で
均
し
コ
ン
を
行
っ
て
い
る
が
、
基
礎
面
が
岩
盤
の
場
合
、
発

注
時
よ
り
、
ペ
ー
ラ
イ
ン
（
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
を
計
上
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
令
和
四
年
度
か
ら
優
良
工
事
表
彰
に
「
難
工
事
部
門
」
が
創
設
さ
れ
、
そ
の
実
績

を
、
令
和
五
年
度
か
ら
総
合
評
価
で
加
点
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

設
計
積
算
に
お
け
る
山
間
僻
地
等
の
補
正
率
に
つ
い
て
は
、
治
山
林
道
必
携
（
積
算
・
施

工
編
）
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
独
自
の
調
整
率
加
算
に
つ
い
て
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
県
で
は
改
善
要
望
等
を
踏
ま
え
、
林
野
庁
に
対
し
間
接
経
費

率
の
見
直
し
等
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

冬
期
の
除
雪
作
業
等
に
係
る
現
場
管
理
に
必
要
な
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
計
上
可
能
で

す
の
で
監
督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
場
状
況
に
よ
る
小
運
搬
の
計
上
が
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
設
計
変
更
に
よ
る
対
応

が
可
能
で
す
の
で
監
督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
土
地
の
借
地
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
諸
経
費
（
共
通
仮
設
費
）
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

当
初
設
計
に
お
い
て
は
、
ペ
ー
ラ
イ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
計
上
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
掘

削
後
の
状
況
に
応
じ
て
変
更
も
可
能
で
す
の
で
監
督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。
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改

善

要

望

事

項

見

解

７　
支
障
木
の
伐
採
作
業
に
関
わ
る
労
務
費
に
つ
い
て�

【
三　
好
】

　
　

伐
採
費
は
準
備
費
と
し
て
胸
高
直
径
に
対
応
し
た
金
額
で
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
伐
採

後
の
玉
切
り
・
積
み
込
み
運
搬
等
の
伐
採
後
の
作
業
に
つ
い
て
発
生
す
る
経
費
は
実
質
、

施
工
者
が
負
担
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
、
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
は
、
設
計
に
計
上
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
（
県
土
整
備
部
等
で
は
、
伐
採
後
の
作
業
と
し
て
労
務
費
を
別
途
数
量
計
上
を
し
、
後

に
変
更
契
約
と
し
て
増
額
の
対
応
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。）

８　
施
工
箇
所
が
点
在
す
る
工
事
の
間
接
工
事
費
に
つ
い
て�

【
那　
賀
】

　
　

施
工
箇
所
が
一
㎞
以
上
離
れ
て
い
る
場
合
は
、
箇
所
ご
と
に
間
接
工
事
費
を
算
出
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
林
道
の
施
工
箇
所
と
残
土
処
理
場
の
施
工
箇
所
が
一
㎞
以
上
離

れ
て
い
る
場
合
は
、
適
用
さ
れ
る
か
否
か
ご
教
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

９　
週
休
二
日
制
を
導
入
し
た
中
で
の
工
期
設
定
に
つ
い
て�

【
美　
波
】

　
　

受
注
者
希
望
型
の
担
い
手
確
保
モ
デ
ル
工
事
と
し
て
週
休
二
日
制
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
発
注
者
と
受
注
者
と
の
工
期
設
定
が
共
通
認
識
で
な
い
と
思
わ
れ
る

の
で
、
今
一
度
、
工
期
設
定
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
た
い
。

10　
事
業
量
に
つ
い
て�

【
三　
好
】

　
　

管
内
に
お
い
て
、事
業
量
の
多
い
地
区
と
少
な
い
地
区
が
発
生
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
た
め
、通
常
事
業
に
お
い
て
は
、な
る
べ
く
均
一
性
が
保
て
る
よ
う
に
事
業
計
画
（
発

注
）
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

　　

補
償
木
の
伐
採
・
枝
払
い
・
片
付
け
の
経
費
は
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
現
場
条
件
も
異
な

る
こ
と
か
ら
、現
状
を
確
認
し
実
情
に
見
合
っ
た
経
費
で
計
上
出
来
る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

　

林
道
の
開
設
現
場
と
残
土
処
理
場
に
つ
い
て
は
、
一
連
の
作
業
を
伴
う
工
事
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
同
一
工
事
と
み
な
し
て
い
ま
す
。

　

一
昨
年
前
に
標
準
工
期
の
見
直
し
を
行
い
、
休
日
を
考
慮
し
週
休
二
日
に
対
応
し
た
工
期

設
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

治
山
林
道
事
業
は
、中
山
間
地
域
に
お
け
る
「
防
災
」「
生
活
基
盤
」
の
向
上
を
図
る
上
で
、

必
要
不
可
欠
な
事
業
で
あ
る
た
め
、
事
業
の
優
先
度
や
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
適
正
な
事

業
配
分
に
加
え
、
発
注
時
期
の
平
準
化
に
努
め
ま
す
。
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Ⅱ
　
治
山
事
業

１　
現
場
内
で
発
生
し
た
土
砂
の
処
理
に
つ
い
て�

【
徳　
島
】

　
　

山
腹
工
事
等
に
お
い
て
、
土
工
で
発
生
し
た
土
砂
は
現
場
内
処
理
を
行
っ
て
い
る
が
、

崩
壊
土
砂
や
掘
削
土
砂
が
多
量
に
あ
る
場
合
、現
場
内
で
処
理
し
き
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、

現
場
内
処
理
が
で
き
な
い
場
合
は
、
監
督
員
と
協
議
を
行
い
、
地
外
へ
搬
出
す
る
が
、
搬

出
先
の
選
定
や
費
用
な
ど
で
苦
慮
し
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
、
工
事
発
注
時
点
で
、
現
場
内
処
理
が
難
し
く
地
外
へ
の
搬
出
が
想
定
さ
れ

る
場
合
は
、
当
初
時
点
で
処
理
費
用
（
数
量
や
処
理
場
ま
で
の
運
搬
費
）
を
計
上
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

２　
簡
易
索
道
の
設
計
価
格
に
つ
い
て�

【
徳　
島
】

　
　

通
常
の
索
道
設
計
は
、
歩
掛
り
の
見
直
し
に
改
善
が
図
ら
れ
た
が
、
軽
微
な
作
業
用
の

簡
易
索
道
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
設
計
価
格
と
乖
離
し
て
い
る
為
、
実
情
の
価
格
に
見
合

う
価
格
に
改
善
を
お
願
い
し
た
い
。

３　
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
、
モ
ノ
レ
ー
ル
運
搬
等
の
仮
設
工
に
つ
い
て�

【
三　
好
】

　
　

現
地
調
査
の
上
、
適
正
な
運
搬
工
に
て
設
計
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

４　
堰
堤
の
目
地
に
つ
い
て�

【
那　
賀
】

　
　
「
徳
島
県
治
山
技
術
基
準
の
運
用
」に
お
い
て
は
、谷
止
工
の
堤
長
二
五
ｍ
未
満
の
場
合
、

鉛
直
打
ち
継
ぎ
目
の
設
置
を
必
要
と
し
な
い
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
ク
ラ
ッ
ク
が
入
る
恐
れ
も
あ
る
た
め
、
堤
長
二
五
ｍ
未
満
で
あ
っ
て

も
、
一
〇
～
一
五
ｍ
毎
の
鉛
直
打
ち
継
ぎ
目
（
目
地
材
）
が
設
置
で
き
る
よ
う
、
基
準
の

変
更
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

発
注
時
点
で
は
、
現
場
内
処
理
の
可
否
を
判
断
し
設
計
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
施
工

中
に
発
生
し
た
崩
壊
土
砂
の
発
生
な
ど
現
地
で
の
処
理
が
困
難
と
な
る
場
合
に
は
、
現
場
外

へ
の
搬
出
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
監
督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

　

設
計
積
算
に
お
け
る
簡
易
索
道
の
歩
掛
か
り
に
つ
い
て
は
、
治
山
林
道
必
携
（
積
算
・
施

工
編
）
に
よ
り
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
独
自
の
歩
掛
か
り
の
設
定
に
つ
い
て
は
困
難

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
場
条
件
に
即
し
た
、
適
切
な
設
計
積
算
に
努
め
ま
す
。

　
「
徳
島
県
治
山
技
術
基
準
の
運
用
」
に
お
い
て
は
、
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
堤
長
が

二
五
ｍ
未
満
で
あ
っ
て
も
谷
止
工
の
規
模
、
形
状
や
掘
削
に
よ
る
土
質
区
分
等
に
よ
り
、
現

行
の
基
準
で
一
〇
～
一
五
ｍ
毎
に
鉛
直
打
継
目
の
設
置
が
可
能
で
す
。
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改

善

要

望

事

項

見

解

５　
残
存
型
枠
を
設
置
す
る
た
め
の
調
整
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て�

【
那　
賀
】

　
　

谷
止
工
に
お
い
て
、
残
存
型
枠
を
使
用
す
る
場
合
、
一
段
目
の
下
に
調
整
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
打
設
後
に
、
型
枠
の
設
置
を
行
う
方
が
施
工
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　

こ
の
た
め
、
水
路
工
と
同
様
に
調
整
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
を
設
計
時
に
計
上
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

Ⅲ
　
林
道
事
業

１　
林
道
で
の
残
土
運
搬
に
つ
い
て�

【
徳　
島
】

　
　

林
道
開
設
時
、
現
地
の
地
形
・
地
質
等
を
考
慮
し
、
木
材
搬
出
や
工
事
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
適
所
に
待
避
場
を
設
置
し
て
い
る
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
工
事
等
の
残
土
搬
出
時
に
お
い
て
、
待
避
場
が
少
な
い
場
合
、
複
数

の
ダ
ン
プ
で
の
作
業
は
、
運
搬
効
率
が
悪
く
な
り
、
工
程
に
影
響
が
出
る
。

　
　

こ
の
た
め
、
工
事
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
随
所
に
待
避
場
等
を
設
置
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

２　
林
道
工
事
の
測
点
に
つ
い
て�
【
三　
好
】

　
　

林
道
工
事
に
お
い
て
は
、
測
点
の
間
隔
が
短
い
た
め
、
横
断
図
が
多
く
な
り
、
管
理
す

る
の
が
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
、
国
土
交
通
省
の
工
事
と
同
様
に
、
二
〇
ｍ
に
一
箇
所
程
度
の
設
定
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

３　
林
道
工
事
に
お
け
る
支
障
木
に
つ
い
て�

【
三　
好
】

　
　

支
障
木
の
搬
出
作
業
は
地
権
者
が
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
施
工
業
者
が

実
施
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
　

こ
の
た
め
、
必
要
期
間
を
勘
案
し
た
工
期
設
定
を
お
願
い
し
た
い
。　

　

当
初
設
計
に
お
い
て
は
、
掘
削
後
の
基
面
の
状
況
が
不
確
定
な
こ
と
か
ら
調
整
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
計
上
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
掘
削
後
の
状
況
に
応
じ
て
変
更
も
可
能
で
す
の
で
監

督
員
と
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

　

林
道
開
設
事
業
で
は
、
開
通
後
の
森
林
施
業
、
関
係
車
両
の
通
行
を
考
慮
し
、
待
避
所
や

木
材
集
積
場
を
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
効
率
的
な
森
林
施
業
、
開
設
工
事
が
出
来

る
よ
う
積
極
的
な
設
置
に
努
め
ま
す
。

　

林
道
計
画
予
定
地
は
起
伏
が
多
い
地
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
態
に
近
い
数
量
を
把
握
す

る
た
め
現
状
の
測
点
数
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

工
期
に
つ
い
て
は
、
工
事
に
係
る
準
備
等
を
含
め
た
適
正
な
工
期
で
発
注
し
て
い
ま
す
。
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施
工
基
面
が
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
施
工
可
能
な
幅
か
ら
高
さ
５
ｍ
程
度
を
オ
ー
プ
ン
カ
ッ
ト
と

し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
路
面
工
に
つ
い
て
は
、
路
盤
工
の
一
種
で
あ
り
管
理
基
準
に
つ
い
て
は
道

路
土
工
の
基
準
高
±
五
㎝
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
林
道
に
お
い
て
も
品
質
管
理
基
準
は
道
路
土
工
を
適
用
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
路

床
に
つ
い
て
は
プ
ル
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
等
に
よ
る
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
改
善
要
望
事
項
二
十
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

　
以
上
の
改
善
要
望
事
項
二
十
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
の
事
業
執
行
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
進
め
る
こ
と
と
な
り

後
の
事
業
執
行
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
進
め
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
　

ま
し
た
。
　

　
委
員
会
後
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
は
、
各
県
民
局
か

　
委
員
会
後
の
意
見
交
換
会
に
お
い
て
は
、
各
県
民
局
か

ら
管
内
の
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
話

ら
管
内
の
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
話

題
提
供
を
も
と
に
、
活
発
な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

題
提
供
を
も
と
に
、
活
発
な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
後
と
も
各
支
部
か
ら
の
改
善
要
望
事
項
を
も

　
ま
た
、
今
後
と
も
各
支
部
か
ら
の
改
善
要
望
事
項
を
も

と
に
、
中
央
会
の
技
術
・
労
働
委
員
会
を
通
じ
、
林
野
庁

と
に
、
中
央
会
の
技
術
・
労
働
委
員
会
を
通
じ
、
林
野
庁

の
関
係
各
課
へ
改
善
要
望
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て

の
関
係
各
課
へ
改
善
要
望
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

４　
林
道
の
掘
削
に
つ
い
て�

【
那　
賀
】

　
　

必
携
で
は
、
切
取
幅
五
ｍ
未
満
は
片
切
掘
削
に
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
設
計
で
は
オ
ー

プ
ン
カ
ッ
ト
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
　

こ
の
た
め
、
設
計
の
基
準
を
明
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

５　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
路
面
工
に
つ
い
て�

【
那　
賀
】

　
　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
路
面
工
の
違
い
が
分
か
り
に
く
い
為
、
施
工

管
理
上
の
管
理
基
準
（
基
準
高
）、
品
質
管
理
（
プ
ル
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
）
の
必
要
性
を
問

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
　

こ
の
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
路
面
工
用
の
管
理
基
準
等
を
設
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
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治
山
林
道
技
術
基
本
研
修
会
が
八
月
六
日
、
徳
島
県
木
材

利
用
創
造
セ
ン
タ
ー
大
講
義
室
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
研
修
会
は
、
会
員
様
の
要
望
に
よ
り
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
開
催
す
る
も
の
で
あ
り
、
治
山
林
道
事
業
に
従
事
す
る

若
手
技
術
者
等
を
対
象
に
、
業
務
に
係
る
基
礎
的
な
知
識
・

技
術
等
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
施
工
管
理
技
術
の
向

上
お
よ
び
現
場
の
安
全
管
理
の
徹
底
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
感
染
症
対
策
と
し
て
「
三
密
」

を
回
避
す
る
た
め
、
募
集
定
員
を
三
〇
名
程
度
と
し
た
と
こ

ろ
、
五
〇
名
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
、
人
数
調
整
に
よ
り

三
二
名
の
会
員
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
受
講
者
に
は
全
国
土
木
施
工
管
理
技
士
会
連
合

会
の
継
続
教
育
学
習
制
度
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
の
受
講
証
明
書
（
４

ｕ
ｎ
ｉ
ｔ
）
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
の
講
師
及
び
概
要
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。）

研
修
Ⅰ　
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
安
全
操
作
に
つ
い
て

徳
島
県
農
林
水
産
総
合
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー　

高
度
技
術
支
援
課　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
査
兼
係
長　

林　
　
　
真　
紀

　

治
山
林
道
工
事
を
施
工
す
る
に
あ
た
っ
て
、
支
障
木
の
除

去
等
に
お
い
て
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
使
用
は
不
可
欠
な
も
の

で
あ
る
た
め
、
安
全
操
作
や
点
検
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
・

技
術
を
習
得
す
る
。

研
修
Ⅱ　
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
の
安
全
操
作
に
つ
い
て

　
　
　
　
高
岡
索
道
工
機　
代
表　

高　
岡　
幸　
夫

　

奥
地
の
急
峻
な
地
形
で
の
治
山
林
道
工
事
に
お
い
て
は
、

資
材
等
の
搬
入
搬
出
に
ケ
ー
ブ
ル
ク
レ
ー
ン
の
使
用
は
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
設
置
や
安
全
操
作
、
そ
し
て
点
検

に
必
要
な
基
礎
的
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。

研
修
Ⅲ　
労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て

徳
島
労
働
局
健
康
安
全
課　　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
産
業
安
全
専
門
官　

松　
村　
啓　
之

　

高
所
や
急
傾
斜
地
で
の
施
工
が
中
心
と
な
る
治
山
林
道
工

事
に
お
い
て
、
労
働
災
害
ゼ
ロ
に
向
け
た
危
険
予
知
活
動
等

の
基
礎
的
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。

研
修
Ⅳ　
施
工
管
理
技
術
に
つ
い
て

徳
島
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局　　
　

森
林
整
備
課　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
林
整
備
担
当
課
長
補
佐　

田　
岡　
純　
司

　

治
山
林
道
工
事
を
計
画
的
に
進
め
、
品
質
の
高
い
構
造
物

を
早
く
、
安
く
、
安
全
に
作
る
た
め
に
必
要
な
施
工
管
理
の

基
礎
的
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
。

治
山
林
道
技
術
基
本
研
修
会
開
催

令
和
三
年
度
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令
和
三
年
九
月
八
日
か
ら
九
日
ま
で
の
二
日
間
、
徳
島
県

木
材
利
用
創
造
セ
ン
タ
ー
小
講
義
室
に
お
い
て
、
令
和
三
年

度
森
林
土
木
総
合
技
術
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
全
国
森
林
土
木
建
設
業
協
会
が
主
催
で
、

昨
年
度
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
対
策
と
し

て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ

ス
テ
ム「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」

を
使
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
本
協

会
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
活
用
し
、
少

人
数
に
よ
る
集
合
研

修
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
は
、
林
野
庁
整

備
課　

春
日
森
林
土

木
専
門
官
に
よ
る

「
林
道
規
程
の
改
正

概
要
と
工
事
の
受
注

に
つ
い
て
」
の
講
義

を
は
じ
め
、
コ
マ
ツ

カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー

ト（
株
）に
よ
る
「
森

林
土
木
工
事
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
導

入
に
向
け
て
」
な
ど
の
非
常
に
興
味
深
い
テ
ー
マ
で
の
講
義

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
で
、
四
四
名
の
参
加
者
の
う
ち
、
本
協
会
か
ら
は
七

名
の
会
員
が
受
講
し
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
単
位
が
合
計
91
ｕ
ｎ
ｉ
ｔ

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
三
年
度

森
林
土
木
総
合
技
術
研
修
開
催

森
林
土
木
総
合
技
術
研
修
開
催

令
和
三
年
度

令和３年度治山林道技術研修会の開催について

西 部 会 場
日時：令和３年10月25日（月）　10時～17時10分
場所：メイン会場　清月屋敷
　　　　　　　　　　（美馬市穴吹町穴吹市ノ下100－6）
　　　サテライト会場　徳島県建設業協会　三好支部
　　　　　　　　　　（三好市池田町マチ2425－1）

南 部 会 場
日時：令和３年10月26日（火）　10時～17時10分
場所：徳島県建設センター（徳島市富田浜２丁目10）

　今年度の技術研修会は、新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、「三密回避」のため、以下のとおり４会場
で開催いたします。

南 部 会 場
日時：令和３年10月27日（水）　10時～17時10分
場所：徳島県建設業協会　那賀支部
　　　（那賀町吉野字弥八かへ33－2）

令和３年度治山林道技術研修会の開催について

＊ 本研修会は、継続教育学習制度（CPDS）の対象で学習
　 プログラム（６unit）に登録されています。

●2004治山林道災害
　－那賀町阿津江地区の発災から復旧まで－
●土木技術者の原点と今後の対策セミナーⅦ
●労働安全衛生について　　　　　　　ほか

研修
内容

西 部 会 場 東 部 会 場

南 部 会 場
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井関　廣幸
編集責任者

　緊急事態宣言等の解除により、社会経済
活動は新型コロナウイルス感染症の収束に
向けての長かったトンネルから抜け出し、
徐々に復調の兆しが見えてきました。
　このような状況下で始まった令和４年度
林野公共事業予算の概算要求については、
森林整備と治山の両事業ともに、対前年度
比では 18.4％増となっています。
　また、岸田新政権のもと、年内に数十兆
円規模の経済対策が予定されていますの
で、本県の治山林道事業の予算拡大に向け、
十分気を引き締めて、取り組んで参りたい
と考えております。
　今後とも、会員の皆様方のご支援・ご協
力をどうぞよろしくお願いいたします。

編集後記 本協会の主な動向（４月～10月）

　「県民参加の治山林道写真コンクール」が、今年で37回を迎えることができました。
　このコンクールは、森林が持つ、「水を育み・災害を防止する」などの公益的機能を
維持増進するために実施している治山林道事業をPRするものです。

　県内在住の幅広い年代の方々から、会心の作品を100
点ご応募いただきまして、大変ありがとうございました。
　去る６月10日に、県庁森林整備課担当をはじめとする
審査員により、厳正な審査の結果、徳島市の丸田様の作
品をはじめ９点が入賞しましたので、発表いたします。
受賞された皆様方に心からお祝い申し上げます。

那賀町　新　居　健　一

松茂町　松　田　咲　季 三好市　松　下　京　香

最優秀賞【１点】
徳 島 市　　丸田　泰史
優 秀 賞【３点】
那 賀 町　　新居　健一
松 茂 町　　松田　咲季
三 好 市　　松下　京香

佳　　作【５点】
那 賀 町　　岡田　千恵
吉野川市　　岡村　純夫
石 井 町　　福田　勝之
三 好 市　　谷　　雅文
神 山 町　　森下　悟至

入賞者

６月　10日㈭　第37回治山林道写真コンクール審査会（徳島市）       
　　　14日㈪　令和 3年度治山林道四国地区協議会（書面決議）         
　　　15日㈫　令和 3年度公益社団法人徳島森林づくり推進機構通常総会（徳島市）
　　　16日㈬　令和 3年度一般社団法人全国森林土木建設業協会定時総会（web会議）
　　　25日㈮　第33回施工委員会（徳島市：建設センター）
７月　 5 日㈪　令和 3年度徳島県治山林道協会　第 1回役員会
　　　　　　第63回通常総会（徳島市：建設センター）
　　　 9 日㈮　徳島県山地防災ヘルパー連絡協議会　第25回役員会議（書面決議）
　　　28日㈬　令和 3年度徳島県森林協会通常総会（徳島市：自治会館） 
　　　30日㈮　令和 3年度とくしま木づかい県民会議通常総会（徳島市） 
８月　 6 日㈮　令和 3年度治山林道技術基本研修会（徳島市：徳島県木材利用創造センター）               
９月　 8 日㈬・ 9日㈭　令和 3年度森林土木総合技術研修
　　　　　　　　　　（徳島市：徳島県木材利用創造センター）
　　　15日㈬　林野公共事業予算に関する要望活動（東京都：林野庁ほか）
　　　　　　　令和 3年度一般社団法人日本治山治水協会定時総会（東京都）
10月　 7 日㈭　全国治山林道協会会長会議（広島県）                   
　　　25日㈪　令和 3年度治山林道技術研修会（西部会場）             
　　　26日㈫　　　　　　　〃　　　　　　　（東部会場）             
　　　27日㈬　　　　　　　〃　　　　　　　（南部会場）  

優秀賞

優秀賞 優秀賞

第37回治山林道写真コンクール受賞者発表第37回治山林道写真コンクール受賞者発表
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